
平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報
人
事
院
規
則
一
六
e

二
e

一
四

人
事
院
規
則
一
六
e

二
（
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
職
員
、
船
員
で
あ
る
職
員
等
に
係
る
災
害
補
償
の
特
例
）
の

一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
六
e

二
（
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
職
員
、
船
員
で
あ
る
職
員
等
に
係
る
災
害
補
償
の
特
例
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
補
償
等
に
係
る
平
均
給
与
額
の
特
例
）

第
十
七
条

平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
補
償
及
び
補
償
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

福
祉
事
業
に
係
る
平
均
給
与
額
で
あ
つ
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
二
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
与
改
定
特
例
法
」
と
い
う
。）第
十
条
の
規
定
に
よ
り
計
算
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
給
与
改
定
特
例
法
第
三
章
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
て

第
二
条
及
び
第
八
条
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号

私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
七
十
六
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

公
正
取
引
委
員
会
委
員
長

杉
本

和
行

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
組
織
規
程
（
昭
和
四
十
年
公
正
取
引
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
の
三
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
三
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
六
第
一
項
中
「
五
十
五
人
」
を
「
五
十
七
人
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
八
第
一
項
中
「
三
百
三
十
人
」
を
「
三
百
二
十
九
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
際
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規

則
一
八
e

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
一
八
e

〇
e

六

人
事
院
規
則
一
八
e

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
八
e

〇
（
職
員
の
国
際
機
関
等
へ
の
派
遣
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
均
給
与
額
の
特
例
）

第
八
条
の
二

平
成
二
十
六
年
四
月
以
降
の
分
と
し
て
支
給
さ
れ
る
補
償
法
第
一
条
に
規
定
す
る
補
償
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
補
償
」
と
い
う
。）及
び
補
償
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
祉
事
業
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
福
祉
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
平
均
給
与
額
で
あ
つ
て
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）
第
三
章
の
規
定
に
よ
り
減
ぜ
ら
れ
た
給
与
を
基
に
計
算
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
章
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
の
給
与
を
前
条
第
一
項
の
支
払
わ
れ
た
給
与
と
み
な
し
て
同
項

及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
額
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
検
察
官
に
対
す
る
補
償
及
び
福
祉
事
業
に
係
る
平
均
給
与
額
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
中
「
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）

第
三
章
」
と
あ
る
の
は
「
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項

及
び
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特

例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
号
）
第
九
条
第
二
項
」
と
、「
同
章
」
と
あ
る
の
は
「
検
察
官
の
俸
給

等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
及
び
同
法
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公

務
員
の
給
与
の
改
定
及
び
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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